
 お祝いの言葉  

 

愛媛大学をご卒業、ご修了される皆さん、おめでとうございます。心よりお祝いを申し上げます。

また、ご家族、関係の皆様におかれましては、この佳き日を迎えられたこと、お慶びもひとしおの

ことかと拝察いたします。重ねてお祝いを申し上げます。 

 

さて、思い起こせば、皆さんが期待に胸を膨らませ、愛媛大学に入学されたのはついこの前のこ

と、あっという間の大学生活だったのではないでしょうか。在学中は、幾度となく困難な壁にもぶ

つかられたのではないかと思いますが、多くの友人や先輩、後輩、そして指導教員や、地域の方々

との出会いや触れ合いの中でこれを克服し、人間として一回りも二回りも大きく成長されたことで

しょう。皆さんが得られた様々な経験や教訓は、今後の人生を生きていく上でのかけがえのない財

産となるはずです。 

大学院へと進学される方、社会人として新しい世界へ踏み出す方と、皆さんの卒業後の道は各人

各様かとは思いますが、「愛大学生コンピテンシー」を身につけられた皆さんにおかれましては、本

学で学んだ知識や技能を存分に生かし、自信をもって次の一歩を踏み出してください。ますますの

ご活躍を期待いたしております。 

 

しかしながら、晴れの門出にあたり、「新型コロナウイルス感染」という思いもかけないアクシデ

ントに見舞われ、卒業式・学位記授与式を中止せざるを得ない事態となったことは大変残念でなり

ません。卒業生・修了生をはじめ、関係の皆さま方におかれましては、その日を心待ちにしておら

れたことは重々承知いたしておりますが、皆さんの健康と安全を最優先する上での苦渋の判断でし

た。どうか、ご理解をいただきますようお願いを申し上げます。 

 

今回の「新型コロナウイルス感染」ですが、2008 年のリーマンショック、2011 年の東日本大震

災に続くわが国の浮沈にかかわる大きな危機と言えるでしょう。この難局を如何に乗り切っていく

か、政府およびこれを支える関係者の手腕が大いに問われるところですが、重要なのは、生じてい

る事象を全体から俯瞰し、正しい情報をもとに適確な分析を行うとともに、それに基づく課題解決

策を立案構想できる力です。 

 



 

 

適確な疫学調査とそれに基づく治療指針の構築、特効薬の開発など、医学面、医療面での対応は

もちろん不可欠ですが、解決に向けては、経済、教育、福祉など、様々な分野の人々の力を結集し、

科学的な裏付けと社会的な妥当性を有する、総合的かつ効果的な施策を創り出さなければなりませ

ん。まさに今、「共創」という言葉に象徴されるように、科学者と社会のステークホルダーとによる

協働が重要であり、科学知と経験知の統合を目指す transdisciplinary（超学際的）なアプローチが

必要とされているのだと思います。 

皆さんの中でこのウイルス感染の制御に直接関与できる方はあまり多くはないでしょうが、大切

なのは、みんなでこの感染症に対峙しようという一体感、すなわちパートナーシップの醸成です。

たとえ個々の力は小さくても、それはチェーンのように繋がって増幅し（チェーン効果とでも呼び

ましょうか）、必ずやポジティブな成果を生むはずです。これから私たちが地球レベルで取り組む

べき目標である SDGs の 17 番目の目標「パートナーシップで目標を達成しよう！」を合言葉に、

この災禍から、地域をそして世界を守りましょう！ 

 

なお、卒業式・学位記授与式が中止となった皆さんへは、本学からのささやかな祝意を表すプレ

ゼントとして、各キャンパス内に記念パネルを設置させていただきました。是非、友だちやご家族

とご一緒に卒業・修了記念のスナップ撮影にご利用ください。さらに、この秋、11月 14日に実施

予定の「愛媛大学第 11回ホームカミングデイ」では今回の卒業生向けの特別企画も考えています。

是非、母校に戻ってきてください。元気な顔で再会できることを楽しみにいたしております。 

 

最後になりましたが、愛媛大学はこれからも地域とともに輝く大学として、「地域から信頼され、

地域から愛される大学」を目指し活動してまいります。皆さんにおかれましても、愛媛大学で学ば

れたことを生かし、それぞれの分野で素晴らしい成果をあげられることを期待しております。改め

て、今後の活躍をお祈りし、私からのお祝いの言葉といたします。 

 

令和２年３月 

愛媛大学長 

 


